
本書の特色

本書の使い方

　この本は前学年の復習と新学年の予習とをとり入れた新中学２年生のためのテキス
トです。これまでに学習した事項の要点を整理し弱点や不得意な分野を克服するとと
もに，これから学習する事項の土台を身につけるのに最適です。
　各課には基礎的な易しい問題から，応用・発展的な難問まで，幅広く盛り込まれて
いますので，応用力を効果的につけていくことができます。
　また，講習準備テストと総合確認テストがついていますので，苦手分野の把握や最
後の効果測定に役立ててください。

・確認問題･･････････基本的な問題を扱っています。
解き方がわからない問題は「コーチ」などを確認し，必ず解け
るようにしましょう。

・要点整理･･････････各課の基本事項をまとめています。

・例　　題･･････････各課の代表的な問題のパターンをとりあげて，その考え方を示
してあります。すぐ下の類題でくり返し練習し，しっかり身に
つけましょう。

・演習問題･･････････例題や確認問題で学習したことがらを確実なものにするための
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　　右の図のように，6つの点がある。このうちの2点を通
る直線は全部で何本ひくことができますか。
　　

 ［ ］

　　右の図の△ABC を，直線¬を対称の
軸として対称移動してできる△DEF をか
きなさい。

　　右の図で，△DEC は，△ABC を矢印の方向に
回転移動したものである。次の問いに答えなさい。
□⑴　回転の中心はどの点か。

 ［ ］

□⑵　回転の角の大きさは何度か。
　　　
 ［ ］

　　次の問いに答えなさい。
□⑴　半径が4cm，中心角が135°のおうぎ形の弧の長さと面積を求めよ。

 弧の長さ［ ］　面積［ ］

□⑵　中心角が160°で，弧の長さが 8∏cm のおうぎ形の半径を求めよ。
　　　
 ［ ］

□⑶　半径が 10 cm で，面積が 35∏cm2 のおうぎ形の中心角の大きさを求めよ。
　　　
 ［ ］

　　右の図のように，半径2cm の円Oが1辺 10 cm の正三角
形の外側を，辺にそって矢印の方向にすべることなく転がり
ながら1周する。次の問いに答えなさい。
□⑴　中心Oが動いたあとにできる線の長さを求めよ。

 ［ ］

□⑵　円Oが通った部分の面積を求めよ。

 ［ ］

1□ 　　直線
　点Aを通る直線，点Bを通
る直線，…のように調べてい
けばよい。直線 AB と直線  

BA は同じ直線であることに
注意する。

1A

D

C E

B F

□2 　　対称移動
　対称移動では，対応する点
を結ぶ線分は，対称の軸によ
って，垂直に2等分される。
このことを利用して点 D，E，
F をとる。

2¬
A

C

B

¬

3 　　回転移動
　図形を，ある点を中心とし
て，一定の角度だけ回転させ
る移動を回転移動といい，中
心とする点を回転の中心とい
う。

3A

B C
25°55°

E

D

4 　　おうぎ形
　半径r，中心角 a°のおうぎ
形の弧の長さを¬，面積をS

とすると，

　¬＝2∏r× a
360

　S＝∏r 2× a
360

4

5 　　図形の移動
　どのような図形になるか，
図をかいてみよう。正三角形
の3つの頂点のところにでき
る図形を合わせると，どんな
図形になるかを考える。
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３．平面図形・空間図形

　　右の図のように，3つの点 A，B，C があ
る。3点 A，B，C から等しい距離にある点
Pを作図しなさい。

　　右の図で，点Aは円Oの周上にある。点A

を接点とする円Oの接線を作図しなさい。

　　右の図の三角柱について，次の問いに答えなさい。
□⑴　辺 BC とねじれの位置にある辺をすべて答えよ。

 ［ ］

□⑵　面 ABC と平行な辺をすべて答えよ。

 ［ ］

□⑶　面 ABED と垂直な面をすべて答えよ。

 ［ ］

　　底面の半径が5cm で，高さが 13 cm の円柱について，次の問いに答えなさい。
□⑴　表面積を求めよ。

 ［ ］

□⑵　体積を求めよ。

 ［ ］

　　右の図の直角三角形 ABC を，直線¬を軸として1回転さ
せてできる立体について，次の問いに答えなさい。

□⑴　表面積を求めよ。

 ［ ］

□⑵　体積を求めよ。

 ［ ］

　　右の図は，直径8cm の球をその中心を通る平面で切ってで
きた立体である。この立体について，次の問いに答えなさい。

□⑴　表面積を求めよ。

 ［ ］

□⑵　体積を求めよ。

 ［ ］

6□ 　　垂直二等分線
　作図では，定規とコンパス
だけを使い，作図するために
かいた線は残しておく。
　2点からの距離が等しい点
は，その2点を結ぶ線分の垂
直二等分線上にある。

6

C
B

A

7□ 　　垂線
　円の接線は，接点を通る半
径に垂直であることを使う。

7

O

A

8 　　直線と平面
⑴　空間内にあって，平行で
なく交わらない2つの直線
はねじれの位置にあるとい
う。
⑵　直線と平面が交わらない
とき，その直線と平面は平
行であるという。
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9 　　円柱
⑴　（円柱の側面積）
　＝（高さ）×（底面の周の長
さ）

⑵　（円柱の体積）
　＝（底面積）×（高さ）

9

10 　　円錐
⑴　（円錐の表面積）
　＝（側面積）＋（底面積）
⑵　（円錐の体積）

　＝ 1
3
×（底面積）×（高さ）
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9cm
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11 　　球
　半径rの球の表面積をS，
体積をVとすると，
　S＝4∏r 2

　V＝ 4
3

 ∏r 3
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　　右の図のように，線分 AB 上に2点 C，D があり，AC：CB＝2：3，CD＝BD  で
ある。線分 AD の長さを求めなさい。
　　
 ［ ］

　　右の図で，△DEF は，1辺の長さが9cm の正三角形 ABC を矢印の方向に平行移
動したものである。正三角形 ABC を何 cm 平行移動しましたか。
　　

 ［ ］

　　右の図は，∠C＝90°  の△ABC の内部に，3つの頂点 A，B，C を中心と
して半径2cm のおうぎ形をかいたものである。次の問いに答えなさい。
□⑴　かげをつけた部分のまわりの長さを求めよ。

 ［ ］

□⑵　かげをつけた部分の面積を求めよ。

 ［ ］

　　右の図のように，線分 OA がある。線分 OA を半径とする円Oの周上にあって，
∠AOB＝30°  となる点Bを1つだけ作図しなさい。

　　右の図の直角三角形を，直線¬を軸として1回転させてできる立体の体積を求めな
さい。
　　
 ［ ］

　　右の投影図で表される立体の体積を求めなさい。
　　

 ［ ］

　　右の図は，1辺が4cm の正方形の厚紙 ABCD であり，点 M，N はそれぞれ辺 AB，AD の
中点である。線分 MN，MC，CN を折り目として同じ側に折り曲げ，3点 A，B，D を1点で
重ねて立体をつくるとき，次の問いに答えなさい。
□⑴　この立体の表面積と体積を求めよ。

 表面積［ ］　体積［ ］

□⑵　△MCN を底面とするとき，この立体の高さを求めよ。

 ［ ］

1□
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３．平面図形・空間図形

　　右の図のように，3点A（4，5），B（2，2），C（7，2）を頂点とする△ABC がある。
△ABC を，点Bを中心として矢印の方向に90°回転移動した三角形を△DBE とする。
点 D，E の座標をそれぞれ求めなさい。ただし，AとD，CとEをそれぞれ対応する
頂点とする。

 D［ ］　E［ ］

　　右の図のような直角三角形 ABC が直線¬上にある。直角三角形  

ABC が直線¬上をすべることなく矢印の方向に回転しながら，頂点
Bが再び直線¬上にくるまで動く。このとき，頂点Bが動いたあとに
できる線の長さを求めなさい。
　　
 ［ ］

　　右の図のように，平行な2直線  ¬，m があり，直線¬上に点Pがある。点
Pで直線¬に接し，さらに，直線 m にも接する円を作図しなさい。
　　

　　右の投影図で表される三角錐の体積を求めなさい。　
　　

 ［ ］

　　右の図は，ある円錐の側面の展開図である。この円錐の表面積を求めなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ［ ］

　　右の図のように，立方体の1つの面の各辺の中点と，その面に平行な面の対角線の交点を頂点
とする正四角錐がある。立方体の1辺の長さが6cm のとき，この正四角錐の体積を求めなさい。

　　
 ［ ］

　　右の図は，1辺の長さが 10 cm の立方体である。次の問いに答えなさい。
□⑴　点DとE，点EとGをそれぞれ結んでできる∠DEG の大きさを求めよ。
　　　
 ［ ］

□⑵ 　辺 DH 上に点Pをとる。4点 P，E，F，H を頂点とする三角錐の体積がこの立方体の体

積の 
1
8

 のとき，PH の長さを求めよ。

　　　 ［ ］
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